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１ 学 年 通 信 「cooperation」（ＨＰ同時配信） 

 

◎ 後期期末考査が近い ◎ 
    前回の通信でも考査についてお伝えしましたが、考査まであと１週間しかありません。 

    準備（復習やわからないところを確認する）を怠らないこと。この試験だけで「進級」 

   かどうかか決まるわけではないですが、少なくともｂａｄな結果は、さまざまな不利益を 

   招くことになります、と何度もお伝えしています。いわゆる「ノー勉」だけは絶対にしな 

いこと（世の中、そう都合よくはいかないものです）。しっかりやりましょう！！また、 

授業欠席（欠課）が２０％を越えると、たちまち単位不認定です。気をつけましょう。 

 

★ 短期大学（短大）数の減少傾向続く ★ 
   進学先の一つとして人気のあった短期大学ですが、ここ数年の入学者の減少（４年制大 

学への進学希望者が増加）によって、短期大学や短期大学部（４年制大学の併設）の閉校 

や閉科、４年制への転科が続いています。先日も新聞等の報道で北海道にある短期大学や 

短期大学部が募集停止することが発表されました。 

 

 札幌国際大学短期大学部（札幌市） → 閉校（今年の４月の入学者が最後、４年制の 

                   みの学校（大学）になる） 

 拓殖大学北海道短期大学（深川市） → 閉校（今年の４月の入学者が最後で、学校自 

体がなくなる） 

 

いずれの学校も長年にわたり人材育成を続けてきましたが、ここ数年は定員割れ（募集 

   人数に入学者数が達していない）の状況が続き、教育面や経営面においてこれ以上の状況 

   改善が望めない、と判断をしました（札幌国際大学短期大学部は１０月に見学をしたとこ 

ろです）。今後もこの傾向は続く可能性が高く、皆さんが高校３年生になったときに、さ 

らに選択できる学校が減少していることが予想されます。また、短期大学だけでなく４年 

制の大学や専門学校でも毎年、閉科や閉校、統合、定員の削減などが全国的に行われてお 

り、少子化の影響が如実に表れています。皆さんの進路希望を考える時に、希望する学校 

の状況をよく調べておく必要がありますので、日頃のニュースや情報を聞き逃すことがな 

いよう気をつけましょう。特に専門学校は、情報が明確に出てこない（新聞やニュースの 

記事になりにくい）ケースもありますので、十分注意しましょう。 

 

□ ３年生が家庭学習に入りました □ 
    ２月３日（月）から３年生の家庭学習期間が始まりました。 

１月の最後の考査を終えた３年生は、受験や進学先及び就職 

先への準備をする時期になります。もちろん、本校の生徒で 

あることに変わりないので（ちなみに、卒業後の３月３１日 

まで高校生である）、この期間に事故等があると生徒指導の 

対象となるだけでなく、せっかく得た合格や内定が取り消さ 

れる場合もあります。皆さんにとってはまだまだ先のことに 

なりますが、長期休業中と同じく生活等に十分留意してほし 

い、と思います。 

 ３年生の残りの登校は２月２８日（金）と３月１日（土） 

の２回です。両日とも皆さんも登校日です。 


